
 

 

 

 
 
 
 
 
 

社会福祉法人福島県社会福祉協議会との「食品提供等に関する連携協定」の締結について 

 

 

東邦銀行（頭取 佐藤 稔）は、社会福祉法人福島県社会福祉協議会（会長 北村 清士）と、「食品提

供等に関する連携協定」を締結しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

   本協定の締結により、福島県社会福祉協議会が進める社会福祉活動に賛同し、生活に困難を抱えた 

個人、世帯等への支援や地域福祉の推進、ＳＤＧｓに対する取組みをより一層強化してまいります。 

 なお、本協定締結後、初の取組として１月３０日（月）～２月６日（月）に「第１回 とうほうフー 

ドドライブ（※）」を開催いたします。 

  （※）フードドライブ 

   フードドライブとは、家庭で余っている食品を集めて食品を必要としている地域のフードバンク等の 

こども食堂、福祉施設等に寄付する活動です。「第１回 とうほうフードドライブ」の詳細は「別紙」を参 

照願います。 

 

記 

 

１．目的 

     生活に困難を抱えた個人・世帯を支援するため、相互に協力し、食品提供等を行うことにより、地 

域福祉の推進を図ることを目的とするものです。 

 

２．連携の内容 

 （１）生活に困難を抱えた個人・世帯に対する食品等の提供 

（２）フードドライブによる食品等の募集活動（※） 

（３）広報活動の推進 

（４）その他前条の目的を達成するために必要な取組に関すること 

 

３．協定書の締結日 

２０２３年１月２４日（火） 

 

４．関連するＳＤＧｓ 

 

 

 

 

 

 

２０２３年１月２４日 

 

以 上 

東邦銀行グループでは、『とうほうＳＤＧｓ宣言』を制定し、グループ

全体で地域経済の活性化や社会的課題の解決に向けた取組みを通して

“地域社会に貢献する会社へ”を目指しています。 



「別紙」 

「第１回 とうほうフードドライブ」の開催について 

 

１．主旨 

（１）当行は地域社会の持続的な発展に貢献するため、グループを挙げてＳＤＧｓの達 

成に向け、様々な取組みを展開しています。 

（２）今般、社会貢献活動の一環として社会福祉法人福島県社会福祉協議会と連携し、 

フードドライブを開催します。 

（３）フードドライブの実施は、食料を必要とする人への支援を通じた貧困問題の解消 

や分け合う心（福祉）の醸成、共助の土台作り等、本来の目的・効果をもたらすだ 

けでなく、地域の皆さまの食品ロスへの関心向上にもつながる取組みです。 

（４）また、福島県社会福祉協議会との連携によるフードドライブ実施を契機に県内で 

のフードドライブ活動も活発化され、将来的には一般廃棄物排出量の減量化、一般 

廃棄物処理費用の削減に寄与することも期待できます。 

 

２．実施内容 

（１）実施日 

    ２０２３年１月３０日（月）～２月６日（月） 

（２）対象者 

    本店ビル、事務センターに勤務する従業員 

（３）回収対象品 

    未開封、未使用のものに限る。 

     Ａ．食品（賞味期限が２０２３年４月１日以降のものに限る。） 

       穀類（お米、麺類、小麦など）、インスタント・レトルト食品、 

缶・ビン詰、乾物（のり、豆など）、調味料、食用油、菓子類、 

飲料、ギフト食品（お歳暮、お中元など）、災害備蓄食品など。 

Ｂ．日用品 

    洗剤、シャンプー・コンディショナー、歯ブラシ・歯磨き粉、 

マスク、オムツ、トイレットペーパー・ティッシュペーパーなど。 

（４）回収品の提供 

    回収品は福島県社会福祉協議会へ提供し、県内の生活困窮者等へ寄付 

   いたします。 
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以 上 


